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１人に１つ。
マイナンバー制度

平成２７年１０月から個人番号が通知されます
平成２５年５月に「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律」が公布されました。平成２７年１０月からマイナンバー（個
人番号）が通知され、平成２８年１月から社会保障、税、災害対策の行政手続
きで利用が始まります。

【問合せ】企画財政課企画班（電話）７５－３６５２

社会保障サービスの申請時に必要な課税
証明書といった資料の添付を省略。また各
行政機関等が持つ自分の情報を確認した
り、さまざまなサービスに関するお知らせ
を受け取ったりできます。

国や地方公共団体等で、さまざまな情報
の照合・転記・入力などに要している時間
や労力が軽減。作業の重複などの無駄も削
減され、国民にとって手続きがスムーズに
なります。

行政が所得や給付金等各サービスの受給
状況を把握しやすくなるため、負担を不当
に免れることを防止。本当に困っている人
にきめ細かな支援を行うことができます。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
）
と
は
、
国
民
の
利
便
性
を
高

め
、
公
平
・
公
正
な
社
会
実
現
を
目
的
と

す
る
制
度
で
す
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

各
種
申
請
に
必
要
な
所
得
証
明
書
な
ど
の

添
付
書
類
が
不
要
に
な
り
、
行
政
手
続
き

が
簡
素
化
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
仕
組
み

住
民
票
を
有
す
る
す
べ
て
の
人
に
は
、

12
桁
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が

付
番
さ
れ
通
知
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
番
号
を
基
に
、
行
政
機
関
や
地
方

公
共
団
体
な
ど
の
複
数
の
機
関
で
同
じ
人

の
情
報
を
結
び
付
け
て
、
相
互
に
情
報
の

活
用
を
行
い
ま
す
。

 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
主
な
利
用
範
囲
は
、

法
律
に
規
定
さ
れ
た
社
会
保
障
・
税
・
災

害
対
策
な
ど
の
限
ら
れ
た
事
務
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

個
人
情
報
保
護

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
後
も
、
個
人

情
報
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
各
行
政

機
関
な
ど
が
保
有
し
、
必
要
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
限
っ
て
、
情
報
の
照
会
・
提
供

を
行
う
分
散
管
理
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
管

理
さ
れ
る
た
め
、
個
人
情
報
が
特
定
の
機

関
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
を

監
視
・
監
督
す
る
第
三
者
機
関
の
設
置
及

び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
の
事
務
ご
と
に
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
影
響
評
価
が
義
務
付
け

ら
れ
、
罰
則
の
強
化
な
ど
の
保
護
措
置
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

通

知

カ

ー

ド

今
年
10
月
か
ら
住
民
票
を
有
す
る
す
べ

て
の
人
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た

「
通
知
カ
ー
ド
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
平

成
28
年
１
月
か
ら
社
会
保
障
・
税
・
災
害

対
策
の
行
政
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
が
で
き
ま
す
。

マイナンバー
イメージキャラクター

マイナちゃん

マ イ ナ ン バ ー の
３ つ の メ リ ッ ト

１

３

２

国民の利便性の向上

行政の効率化

公平・公正な社会の実現

手続きが簡単に

手続きが正確で
早くなる

給付金などの
不正受給の防止
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個
人
番
号
カ
ー
ド

希
望
者
に
は
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」（
下

図
）
を
平
成
28
年
１
月
か
ら
交
付
し
ま

す
。
公
的
な
証
明
書
と
し
て
の
利
用
や
個

人
番
号
を
確
認
す
る
場
な
ど
で
利
用
で
き

ま
す
。 

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
I
C
チ
ッ
プ
に

は
、本
人
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」、「
名
前
」、

「
住
所
」、「
生
年
月
日
」、「
性
別
」、「
顔

写
真
」な
ど
が
記
録
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
情
報
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高

い
個
人
情
報
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は

記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。 

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
有
効

期
限
ま
で
利
用
可
能
で
す
が
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
発
行
時
に
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
は
回
収
と
な
り
ま
す
。「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
と
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
両

方
は
所
有
で
き
ま
せ
ん
。

マ イ ナ ン バ ー 制 度 の 詳 細

内閣官房 「社会保障・税番号制度」 
ホームページ 

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/
  bangoseido/

社会保障・税番号制度　 検 索

お問合せはコールセンターへ 
☎０５７０－２０－０１７８ 

（全国共通ナビダイヤル） 
受　付　時　間

午前９時３０分～午後５時３０分 
（土・日曜、祝日、年末年始を除く）

（サインパネル領域は住所変更等があった場合に利用）

　番号はいつ、どのように通知されますか？ 
今年１０月以降、住民票を有する国民の一人一人に、１２桁のマイナン

バーが通知されます。原則として、市町村から、住民票の住所あてにマ
イナンバーが記載された「通知カード」が送付されます。住民票の住所と
異なるところにお住まいの方はご注意ください。

マイナンバーはどのような場面で使用することとなりますか？ 
来年（平成２８年）１月以降、順次、社会保障、税、災害対策の行政手

続でマイナンバーが必要になります。例えば、 
・年金を受給しようとするときに年金事務所にマイナンバーを提示 
・健康保険を受給しようとするときに健康保険組合にマイナンバーを提示
・毎年６月に児童手当の現況届を出すときに市町村にマイナンバーを提示
・所得税の確定申告をするときに税務署にマイナンバーを提示
・税や社会保障の手続きで、勤務先や金融機関にマイナンバーを提示

といった場面で利用することになります。

　マイナンバーを他人に提供してもよいのですか？ 
マイナンバーは、法律で定められた目的以外にむやみに他人にマイナン

バーを提供することはできません。他人のマイナンバーを不正に入手し
たり、他人のマイナンバーを取り扱っている人がマイナンバーを含む特
定個人情報を他人に不当に提供したりすると処罰の対象になります。

　個人情報が一元管理され、外部に漏れるおそれはありませんか？ 
法律に規定があるものを除き、マイナンバーを含む個人情報の収集や保

管は禁止しています。また、特定個人情報保護委員会という第三者機関が
マイナンバーが適切に管理されているか監視・監督します。さらに法律に
違反した場合の罰則も、従来より重くなっています。

システム面の保護措置としては、個人情報を一元管理せず、従来通り、
年金の情報は年金事務所、税の情報は税務署といったように分散して管理
します。また、行政機関の間で情報のやりとりをするときも、マイナンバー
を直接使わず、システムにアクセスできる人を制限し、通信する場合は暗
号化を行います。

また、情報提供ネットワークシステムを使って自分の個人情報をいつ、
誰が、なぜやりとりしたのか、ご自身で確認していただける手段として、
平成２９年１月からマイ・ポータル（情報提供等記録開示システム）が稼
働する予定です。

　個人番号カードは何に使えるのですか？ 
個人番号カードは、表面に氏名、住所、生年月日、性別と本人の顔写

真が表示され、裏面にマイナンバーが記載されます。個人番号カードは、
希望される方が申請していただくことで、平成２８年１月以降、交付さ
れる予定です。

個人番号カードは、①本人確認のための身分証明書として利用できる
とともに、②カードに搭載されるＩＣチップや電子証明書を活用するこ
とにより、e-Taxをはじめ、各種電子申請を行うことができます。マイ
ナンバーはカードの裏面に記載されますが、法律で認められた場合を除
き、個人番号カードの裏面をコピーすることなどは法律違反になるので、
注意してください。

なお、ＩＣチップには、券面に書かれている情報のほか、電子申請のた
めの電子証明書が記録されますが、所得の情報や病気の履歴などのプライバ
シー性の高い個人情報は記録されません。そのため、個人番号カードから全
ての個人情報が分かってしまうことはありません。

　　　　  マイナンバー制度 Q&A

個人番号カード
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平成２７年度　当 初 予 算
― 総額８２億円 ―

第５次総合計画に定める町の将来像
「みんなでつくる　魅力あふれる元気なまち　やまきた」

の実現をめざします
平成２７年度の当初予算が３月１２日町議会で可決されました。
予算総額は８２億４，４８１万円で前年度と比べて２．０％の増となりました。
このうち、町の行政運営の基本的な経費である一般会計は４３億４，３００万円、１０の特別会計は、合計で

３６億１，４８８万円、水道事業会計は２億８，６９３万円となりました。
平成２７年度の予算編成は、財政調整基金からの繰り入れは行わず、地方債の借り入れも最小限とする編成とし、「山

北町第５次総合計画」で定める重点プロジェクト及び５つの基本計画（分野別計画）に重点的に財源を配分し、町の
将来像である「みんなでつくる　魅力あふれる元気なまち　やまきた」の実現を推し進める予算編成としました。

平成２７年度の予算規模と前年度の比較
（単位：万円）

会　計　名 平成２７年度 平成２６年度 増減額 増減率

一 般 会 計 43億4,300 44億1,800 7,500減 1.7％減

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 16億5,707 14億6,289 1億9,418増 13.3％増

後 期 高 齢 者 医 療 1億6,925 1億6,683 243増 1.5％増

災 害 給 付 見 舞 事 業 864 875 12減 1.3％減

下 水 道 事 業 5億4,120 5億4,716 596減 1.1％減

町設置型浄化槽事業 7,294 9,222 1,929減 20.9％減

山 北 財 産 区 976 1,095 119減 10.9％減

共 和 財 産 区 8,243 8,068 175増 2.2％増

三 保 財 産 区 1,191 944 247増 26.2％増

介 護 保 険 事 業 10億4,970 9億9,601 5,369増 5.4％増

商 品 券 1,200 1,200 ― ―

　　特 別 会 計　計 36億1,488 33億8,692 2億2,796増 6.7%増

水道事業会計 2億8,693 2億8,098 595増 2.1%減

総   　　　額 82億4,481 80億8,590 1億5,891増 2.0%増
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町民力・地域力を発揮するプロジェクト　　　　　  　　　　　　　　　　　
　○まちづくり活動支援事業
　　自治会加入促進の支援等
　○町政連絡費
　　町内各地区での座談会の開催や各自治会活動
　　の支援
　○集会所等改修助成
　　自治会の活動拠点となる集会所等の改修助成
　　（２か所）
　○地域づくり委員会開催事業
　　地域の課題を自ら解決する団体への支援
　　（４団体）
　○山北駅駅舎活用事業
　　無人化された山北駅での切符販売委託
　○自主防災対策事業
　　自主防災組織の活動を支援
　○地域防災計画事業
　　土砂災害ハザードマップ策定
　○森林ふれあい健康セラピー運営事業
　　森林セラピー体験による健康づくりの展開

若者定住・子育て支援プロジェクト　　　　　  　　　　　　　　　　　　　
　○子育て支援事業
　　子育て支援センターの運営や出産祝金の支給など
　○紙おむつ支給事業
　　出生から１歳になるまで紙おむつを支給
　○小児医療費助成事業
　　中学校修了まで医療費を助成
　○保育所保育料、幼稚園保育料を
　　第2子以降1/2程度削減
　○放課後児童クラブ運営事業
　　学童保育の運営
　○学校統廃合事業
　　スクールバスの運行委託(小中学校)など
　○川村小学校登下校メールシステム
　○学校施設エアコン設置工事
　　山北中学校普通教室にエアコンの設置

「山北町第５次総合計画」に定める重点プロジェクト

○行政ホームページ推進事業
　わかりやすく町政の状況や取り組みを発信
○防犯関係事業
　あんしんメール運営、防犯灯・設置修繕助成等
○神奈川県町村情報システム共同事業組合負担金
　コンビニ収納サービスへの対応など
○都市公園整備事業
　河村城址歴史公園の整備
○学校跡地活用事業
　旧清水小中・旧三保中の施設跡地活用の検討・調整

○地域優良住宅維持管理事業
　「サンライズやまきた」の維持管理 
○定住総合対策事業
　住まいづくり応援事業（住宅利子補助金・
　空家活用助成金・新築祝金等）の定住促進
○東名バス停駐車場整備

山北駅での切符販売

スクールバスの運行

広報やまきた　平成27年4月号　No.7225



・まちづくり活動支援事業（自治会活動の支援等）
・地域づくり委員会開催事業
　（地域間交流活性化活動支援等）
・山北駅駅舎活用事業
・集会所等改修助成
・山北駅周辺魅力づくり推進事業
　（景観づくりの検討等）
・東山北駅周辺魅力づくり推進事業
　（駅前広場の検討等）
・ 山北駅北側元気づくりプラン推進事業
　（商業施設の立地支援）
・町政連絡費（各地域との座談会の開催・自治会活動の支援）
・行政ホームページ推進事業

・川村小学校登下校メールシステム
・豊かな学びの支援推進事業
・学校施設エアコン設置（山北中学校普通教室）
・三保幼稚園床改修
・学校間交流事業
・学校統合推進事業（スクールバスの運行（中学校・小学校））
・通学補助金
・放課後子ども教室推進事業
・青少年スポーツクラブ助成金
・青少年育成活動推進事業
　（青少年健全育成大会の開催等）

・水源地域交流事業
・産業交流事業（新潟県村上市（旧山北町）との産業交流）
・英語補助教員設置事業
・広域行政推進事業
　（富士・箱根・伊豆交流圏ネットワーク負担金）

・戸籍住民基本台帳等管理事業（戸籍情報システム）
・職員研修事業

・定住総合対策事業（やまきたＬＯＶＥ婚実行委員会助成金、
　住まいづくり応援事業助成金（住宅利子補助金、空家活用助成金、新築祝金等））
・学校跡地活用事業（旧清水小中・旧三保中学校跡地活用の検討・調整）

・一部事務組合等による広域的な行政運営
　（町村情報システム組合・後期高齢者医療
　広域連合・足柄西部清掃組合・足柄上衛生組合）
・小田原市斎場事務広域化協議会負担金　  

   

・公会計システム運用業務
・神奈川県町村情報システム共同運営事業
　（コンビニ収納サービス対応など）

・広報紙発行事業
・あんしんメールの運営
・議会だより、議事録発行事業

平 成 ２７ 年 度 の 重 点 施 策
重点施策総額  ２３億０,９４６万円

山北町第５次総合計画で定める「５つの分野別構想」

自立したまちづくり（自立・協働）

学びと歴史文化を生かしたまちづくり（教育文化）

１  協働のまちづくりの推進

１  次代を担う子どもの教育・青少年の育成

２  交流と広域によるまちづくりの推進

３  地方分権に対応した健全な行財政運営の推進

４  魅力ある定住環境を構築するまちづくりの推進

山北駅北側商業施設建設予定地

川村小学校登下校メールシステムイメージ
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・健康スポーツ大会開催助成金
・健康診査、相談等事業（がん検診等）
・健康福祉センター管理事業
　（さくらの湯施設管理・修繕等）
・森林ふれあいセラピー運営事業
　（推進協議会助成金等）
・健康づくり事業（健康普及員活動助成等）
・母子保健事業（妊婦健診助成等）

・山北診療所管理運営事業
・休日急患診療所運営費負担金
・自動体外式除細動器（AED）借上料（合計２９基）

・子育て支援事業（子育て支援センターの運営等）
・小児医療費助成事業（中学校修了まで）

・生きがい事業団運営事業
・高齢者等の生活支援事業
　（緊急通報システム、移送サービス等）

・重度障害者医療費助成事業
・障害者自立支援給付事業（施設介護等）
・在宅障害児者支援事業
　（重度障害者福祉タクシー利用助成等）

・心の健康対策事業
・福祉タクシー運行事業

・生涯学習活動モデル事業助成金
・チャレンジデー開催事業
・パークゴルフ場管理運営事業
・丹沢湖マラソン大会開催事業

・男女共同参画プラン推進事業
・人権啓発教育事業

・カヌーのまちづくり推進事業
・スポーツ推進委員活動事業
・河村城址歴史公園整備事業

・地域改善対策事業

・国民健康保険事業特別会計繰出事業
　（出産育児一時金、保険基盤安定、その他）
・神奈川県後期高齢者医療運営事業

・放課後児童クラブ運営事業（学童保育の運営）
・ひとり親家庭医療費助成事業

・老人クラブ活動等事業
・敬老事業
・介護保険事業特別会計繰出事業（介護給付費等）

・在宅障害者福祉対策支援事業
　（住宅設備改修助成等）
・地域生活支援事業
　（相談支援・日常生活用具給付等）

・災害時要援護者支援事業（支援システムの運用等） 

健康と福祉のまちづくり（保健福祉）

１  健康づくりの推進

２  地域医療体制の充実

４  児童福祉の推進

５  高齢者福祉の推進

６  障がい者福祉の推進

３  地域福祉の推進

２  生涯学習・生涯スポーツ・文化活動の推進

３  人権尊重のまちづくりの推進

森林ふれあいセラピー
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・交通安全施設整備事業
　（カーブミラー、ガードレール道路標示区画線の設置等）
・防災設備等維持管理事業
　（防災無線子局更新、避難所整備等） 
・急傾斜地崩壊防止事業
・耐震診断費補助事業
・自主防災対策事業
・広域消防運営事業（小田原市消防負担金）
・地域防災計画事業（土砂災害ハザードマップ作成）
・消防団活動事業

・環境推進事業（ハイブリッド街路灯整備等）
・地球温暖化防止対策推進事業
・水源の森林づくり推進事業

・やまきたまち農業活性化推進事業
　（ビニールハウス等設置補助、農産物生産助成、有害鳥獣防護柵設置助成等）
・産業交流事業
・中山間地域等直接支払事業
・山北ブランド推進事業
・農道等維持管理事業（地域要望に対応した改修等）

・中川地区土地利用調査業務
　（旧ハイツ＆ヴィラ跡地利用調査）
・観光振興事業（観光案内板整備、観光協会助成等）

・山北駅周辺魅力づくり推進事業
・東山北駅周辺魅力づくり推進事業
・ 山北駅北側元気づくりプラン推進事業（商業施設立地支援）

・東山北駅周辺魅力づくり推進事業
・地域優良賃貸住宅管理事業（サンライズやまきたの維持管理）
・地区水道助成事業
・下水道事業特別会計繰出事業

・土地利用調査事業
・用途地域指定明細表の作成

・地域振興推進事業（町内循環バス運行、共和地区 
　　福祉バス運行助成、東名バス停駐車場整備）

・福祉タクシー運行事業
・山北駅駅舎活用事業
・町内道路維持管理工事（地域要望に対応した町道の維持補修等）

・消防施設整備事業（消火栓設置等）
・防犯関係事業（あんしんメール運営、ＬＥＤ化までの防犯灯設置・修繕助成等）

・やまきたまち農業活性化推進事業（有害鳥獣駆除等）
・ごみ減量化再資源化事業
・有害種対策事業（ヤマビル駆除等）

・用水維持管理工事（地域要望に対応した改修等）
・(仮称）なえぎの学校整備事業
・水源環境保全・再生交付金事業（私有林整備、河川・水路浄化対策等）
・森林ボランティア実践事業
・畜産業振興（畜産共進会助成、優良系統種助成等）
・丹沢湖魚族放流事業助成金

・観光マスタープラン改定事業
　（観光マスタープランの改定）    

 

・ 商工業振興事業（商工会助成等）
・山北ブランド推進事業

・町設置型浄化槽事業特別会計繰出事業
　（高度処理型浄化槽設置）（１基）
・し尿処理事業（足柄上衛生組合負担金等）

・中川地区土地利用調査業務
　（旧ハイツ＆ヴィラ跡地利用調査）

・道路新設改良事業
　橋梁等の長寿命化等（松ケ山隧道・永安橋・新湯の沢橋、谷ケ跨線橋等）
　町道等の新設改良（ 川村小学校入口線等）
・新東名対策事業（関連用地測量登記、スマートＩＣ設置推進業務等）

安全安心で住みよいまちづくり（防災・防犯・生活環境）

地域の魅力を高める活力あるまちづくり（産業振興）

１  災害に強い安全安心のまちづくりの推進

２  森林と清流を生かした環境にやさしいまちづくりの推進

１  活力と魅力ある農林業の振興

２  自然環境などの地域の資源を生かした魅力ある観光の振興

３  地域の活力を創る商業の振興

３  快適な居住環境の整備

４  土地の有効活用

５  利便性の高い交通基盤の整備

消防団活動
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自

主

財

源

依

存

財

源

地方交付税
8億6,000

その他
5億7,104

繰出金
3億7,122

積立金
1,158

公債費
3億7,011

普通建設事業費
2億4,615

歳出合計
43億4,300

歳入合計
43億4,300

補助費等
7億3,071

物件費
8億2,800

人件費
12億1,419

国・県支出金
5億9,581

町債
3億7,010

町税
18億7,593

その他
2億3,350

その他
4億765

財源別歳入内訳（万円） 歳出内訳（万円）

38万2,542円（2万6,192円減）

衛生費

3万6,281円
（425円増）

土木費

4万4,839円
（2万2,485円減）

消防費

2万97円
（1,701円増）

商工費

8,852円
（24円増）

公債費

3万2,600円
（1,461円増）

議会費

9,699円
（361円増）

民生費

10万1,222円
（1,534円減）

総務費

7万7,300円
（5,063円減）

教育費

3万7,400円
（182円減）

農林水産業費

1万373円
（906円減）

その他

3,876円
（6円増）

目 的 別 歳 出
額 を、3月1日
現在の人口1万
1,353人で算出
した金額
※( )内は前年度

と比較した額

２７年度予算で町民１人に一般会計の中で使われる町のお金

一般会計予算

山北町の家計簿
山 北 町 が 年 収 4 0 0 万 円 の 家 庭 だ っ た ら …

食費（人件費）
子どもへの仕送り（繰出金・補助費等）
医療費（扶助費）
光熱水費・日用品費（物件費）
家の増改築費（普通建設事業費等）
ローン返済（公債費）
貯金（積立金）
家具などの修理代（維持補修費）
もしもの時のお金（予備費）
合　計

給料（町税）
親からの仕送り

（国庫支出金・地方交付税等）
ローン借入（町債）
パート収入（諸収入・使用料等）
貯金から引き出し（繰入金）

合　計

112万円
101万円
44万円
76万円
23万円
34万円
1万円
5万円
4万円

400万円

173万円
 

155万円
34万円
25万円
13万円

400万円

収　　　　入 支　　　　出
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３
月
27
日
、神
奈
川
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
26
年
度
神
奈
川
県
消
防
功
労
者
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
神
奈
川
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

功
績
章

・
第
１
分
団　
分
団
長　
籔
田　
澄
雄

・
第
７
分
団　
分
団
長　
浜
田
登
志
郎

・
第
15
分
団　
分
団
長　
井
澤　
秀
勝

勤
続
章
（
30
年
）

・
本　
団　
　
副
団
長　
佐
藤　
光
重

勤
続
章
（
20
年
）

・
第
３
分
団　
分
団
長　
池
谷　
晃
由

・
第
１
分
団　
副
分
団
長　
瀬
戸　
博
明

・
第
12
分
団　
班　
長　
松
田　
浩
義

※
階
級
に
つ
い
て
は
表
彰
時
の
階
級
で
す

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
75
ー
３
６
４
３

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
山
北
町
消
防
団
の

平
成
27
年
度
の
幹
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

団　
　
長　
小
澤　
彰
夫
（
萩
原
下
）

副 

団 

長　
佐
藤　
光
重
（
箒
沢
）

　
　
　
　
　
瀬
戸　
　
茂 （
田
中
）　　

分 

団 

長

第
１
分
団　
籔
田　
澄
雄
（
田
中
）

第
２
分
団　
露
木　
隆
丸
（
田
中
）

第
３
分
団　
池
谷　
晃
由
（
城
山
）

第
４
分
団　
尾
崎　
裕
一
（
日
向
）

第
５
分
団　
渡
邊　
祐
二
（
村
雨
）　

第
６
分
団　
杉
山　
昭
二
（
平
山
）　

第
７
分
団　
浜
田
登
志
郎
（
深
沢
）

第
８
分
団　
矢
吹　
高
広
（
谷
ケ
）

第
９
分
団　
岩
井　
哲
矢
（
峰
下
）

第
10
分
団　
山
崎　
教
夫
（
大
蔵
野
）

第
11
分
団　
高
橋　
佳
信
（
山
市
場
）

第
13
分
団　
山
口　
徳
一
（
尾
崎
）　

第
14
分
団　
湯
川　
　
貴
（
畑
）

第
15
分
団　
井
澤　
秀
勝
（
玄
倉
）

な
お
、
退
団
さ
れ
た
幹
部
（
分
団
長
経
験
者
）

の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
４
分
団　
深
野　
喜
章
（
湯
坂
）

第
６
分
団　
磯
崎　
俊
彦
（
平
山
）

第
９
分
団　
池
谷　
公
治
（
透
間
）

第
９
分
団　
山
﨑　
剛
志
（
透
間
）

消
防
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

町
民
の
安
全
は
、
私
た
ち
が
守
り
ま
す

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
の

「
空
メ
ー
ル
送
信
先
」
に
宛
先
、
件
名
を

入
力
し
て
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
」
が

あ
る
場
合
は
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
表
示
さ
れ
た
宛
先
に
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

送
信
後
、
登
録
案
内
メ
ー
ル
が
送
信
さ

れ
て
き
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
指
示
に
従
っ
て
詳
細
を
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

※
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
等
の
受
信
拒
否
設
定

を
し
て
い
る
場
合
は
、
登
録
メ
ー
ル
が

返
信
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、設
定
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。（
変

更
方
法
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
携
帯

電
話
機
の
販
売
店
な
ど
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。）

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
防
災
消
防
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
75
ー
３
６
４
３

山
北
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

     

配 

信   

し
て
い
ま
す

空メール送信先

宛先　cfm@io.dataeast.jp
件名　t-yamakita

ＱＲコード

（docomo、au、softbank 共通）

写真は、平成２７年消防出初式の様子
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町では、平成２１年に策定した第１次定住総合対策事業大綱にもと
づき、平成２６年度まで住宅取得の支援や企業誘致による雇用の創出、
子育て支援、高齢者健康・交流づくりの促進、外出移動支援、買い物
支援等、町内の各年齢層を対象に“住まい”“交通”“生活”等の施策
を幅広く実施し、企業誘致や定住促進住宅の供給、空き家バンクの活
用促進、商業施設の誘致、交通利便性の向上などを実現してきました。
第１次大綱が平成２６年度までの計画となることから、昨年度、第１
次大綱の実績や効果検証を行い、平成２７年度からの第２次大綱策定
に向けて庁内で検討を進めてきました。

【第１次大綱の主な実績】
　○サンライズやまきた建設・入居開始　　１１４人（４２世帯）
　○原耕地地区への商業施設の出店
　○平山工業団地及び丸山地区への企業誘致
　○紙おむつ支給や出産祝い金等の子育て世代への支援の充実
　○空き家バンク契約成立　　　５年間　　　　　　　　７９件
　○住まいづくり応援制度利用　４年間　新築祝金　　　５６件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　空家活用助成金　６件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等々
平成２７年４月からの第２次大綱では、今後のまちづくりに重要な役割を担う若者・子育て世代に重点を置

き、受け皿となる住宅の供給・取得支援、子育て支援、出産支援、商業施設の充実等、山北町に“住む”“暮らす”
にターゲットを絞り、定住促進施策を進めていくことにより、人口減少に歯止めをかけ、子ども人口を維持し
ていくことを重要なテーマとしています。

【第２次大綱の重点的な取り組み】
　○若者・子育て世代の受け皿となる住宅整備・支援　○子育て環境の充実と子育て世代への支援
　○定住希望者への支援制度の充実　　　　　　　　　○山北・東山北駅周辺の環境整備
　○民間事業者と協力した生活・交通利便性の向上　　○既存商業施設等と連携した商業サービスの充実
　○企業誘致の推進 
  

「地方創生先行型交付金」を活用した定住促進事業
この他、国が創設した地方創生を進めるための交付金を活用し、平成２７年度に次の事業の検討・実施を

予定しています。

 

                               

【問合せ】定住対策室定住対策班（電話）７５－３６５０

町内企業・町民出資による地域のにぎわい創出･
活性化を目的とした、“まちづくりカンパニー”が商
業施設（コンビニとカフェ）を整備し、観光情報の 
提供や公共交通機関の
待合ができる公共公益
的な交流スペースに対
する経費について、支
援を予定しています。

山北町第２次定住総合対策事業大綱を策定
～  定 住 促 進 へ の 取り組 み  ～

サンライズやまきた

子育て支援の充実

定住希望者が一定期間滞在し、町の風土や気候を体感
したり、生活スタイルを確立していただく事で、定住す
る前に生活環境を体験できる「お試し住宅」の調査検討
及び整備を予定しています。

　地域活性化につながる事を
目的として民間ベースでの新
たな婚活事業実施の取り組み
へ支援を予定しています。

【山北駅北側小さな拠点づくり事業】 【民間婚活への支援事業】

【お試し住宅検討調査事業】

※詳細は随時定住トピックスでお知らせします。
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福祉タクシー助成券が
利用できるタクシー会社
☆松田合同自動車(株)
　　（予約電話）７５－０２６２
☆(有)中川ハイヤー
 　　（予約電話）７８－３２１４
※助成券利用時の本人確認にご協力ください。

清水 ・ 三保 ・ 高松地区

「福祉タクシー助成券」の交付を行っています

　【問合せ】福祉課福祉推進班（電話）７５－３６４４

町では、高齢者の外出支援として「福祉タクシー
助成券」の交付を行っています。

利用対象の方が外出でタクシーを利用される場合
に、タクシー運賃の支払いにこの助成券を利用するこ
とができます。

利用方法や利用上の注意をご確認のうえ、ご利用
ください。

・１世帯につき、今年度分として最大１８,０００円分（月額
　１,５００円分）の福祉タクシー助成券を交付します。 
・助成券の交付申請は、利用対象の方が申請することが 
　できない場合、ご家族など代理の方の申請でも構いま 
　せん。
・福祉タクシー助成券は、５００円券と１００円券の 
　２種類の綴りとなります。

①交付申請書を役場福祉課また 
　は清水・三保支所のいずれか 
　に提出してください。
※申請書は、役場福祉課・清水・三保 
　支所で配付しています。

②町から福祉タクシー助成券を 
　交付します。

③タクシー利用時に助成券を 
　利用することができます。助 
　成券は平成２７年４月１日か
　ら利用できます。
※申請者本人が乗車すれば、付添いの 
　方も同乗できます。

・おつりはでませんので、タクシー運賃に応じてご利用 
　ください。
・福祉タクシー助成券の他人への譲渡はできません。
・ご自宅等へタクシーを呼ばれる場合は、運賃の他に迎 
　車料金がかかります。（迎車料金にも助成券は適用でき 
　ます。）

・清水地区・三保地区・高松地区に在住の７０歳以上の方
※住民票がある方が対象となります。

利 用 対 象 者

利 用 方 法

利 用 上 の 注 意
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【やまきたブランドとは】

山北町の農産物等を活用し
た町のイメージにふさわしい
加工品、食料品、工芸品等を
事業者の申請に基づき審査を
し、認定基準に合致し認定さ
れた商品。

山北ゴールド（エノキダケ）
歯ごたえが強く金色のエノキダケ
です。（100ｇ216円）

高橋　克行
（電話）７５－１１６８

第3期 やまきたブランド認定品が決まりました

神
奈
川
県
体
育
協
会

功
労
者
表
彰

２月６日（金）に実施された、第３期やまきたブランド認定審査会で、独自性・機能性・
市場性などの３項目について審査を行い、次の５品目が新たに認定されました。

【問合せ】商工観光課商工観光班
　　　　 （電話）７５－３６４６

梅肉エキス
自家製の梅を煮詰めたエキスです。

（2,100円）
杉山農園

（電話）７６－３８９４

甘夏みかんピール
旨味を凝縮した手作りのピールで
す。（120ｇ280円）

山北町ふるさと直販加工所
（電話）７５－３０２６

ゆずジャム
ゆずの風味が豊かな無添加のジャ
ムです。（1個350円）

山北町ふるさと直販加工所
（電話）７５－３０２６

獅子ゆず（鬼ゆず）
味と香りがさわやかな大玉のゆず
です。（100円～ 400円）

かながわ西湘農業協同組合
山北営農経済センター

（電話）７５－１３１１
一口メモ

ひとくち

一口メモ
ひとくち

一口メモ
ひとくち

一口メモ
ひとくち

一口メモ
ひとくち

バターとの相性が
抜群です。

体がよろこぶ酸味です。 甘みと苦みのバランスが
絶妙です。

皮を砂糖で煮て手作りおやつにどうぞ。

ヨーグルトに混ぜて食べ
るのがオススメです。

神
奈
川
県
体
育
協
会
創
立
75
周
年
記
念

式
典
が
、
３
月
１
日
（
日
）
に
藤
沢
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
典
に
お
い
て
、
功
労
者
表
彰

が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
よ
り

本
町
か
ら
、
佐
藤
精
一
郎
さ
ん
、
栗
原

邦
夫
さ
ん
、
篠
本
幸
彦
さ
ん
、
荻
野
清

一
さ
ん
、
清
水
明
さ
ん
が
表
彰
の
栄
を

受
け
ま
し
た
。
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山北町と南足柄市、大井町、松田町、開成町の商品券取扱店で共通して使用できる「プレミア
ム付商品券」を発行します。商品券取扱店は各市町がそれぞれの町（市）域内で地域振興に貢献
する商店等を指定します。

《 販 　 売 　 額 》
　１０,０００円
　（１,０００円の商品券１２枚つづり）
　　得　１０,０００円で１２,０００円分の
　　　　 　買い物ができます。

《 販 売 限 度 額 》
１人１セット（１０,０００円）から１０セット

（１００,０００円）を限度に販売します。
《 販 売 方 法 》

商品券は先着順に販売窓口にて受付販売し、完
売次第終了となります。

《購入できる方》
山北町在住・在勤者とします。

２月１７日（火）、一般社団法人日本道路建設業協
会 関東支部から、「道の駅 山北」にＡＥＤ（自動体
外式除細動器）が寄贈され、役場庁舎において贈呈
式が行われました。

日本道路建設業協会では、平成１９年４月に「社会・
環境貢献活動指針」を策定され、同協会や会員企業は
積極的に社会・環境貢献活動に取り組まれており、こ
の一環でＡＥＤが寄贈されることになりました。

現在、ＡＥＤは学校や駅など、多くの人が集まる公共の施設を中
心に設置が進められていますが、道路関連施設では高速道路のサー
ビスエリアやパーキングエリアにはほぼすべて設置されているもの
の、一般国道などに設けられている「道の駅」では、まだ未設置
の箇所が多くあります。

今回のＡＥＤ寄贈は、「道の駅 山北」利用者等にとって一層安心
が確保され、一刻を争う救命救急時に活用できるようになりました。

プレミアム付商品券を発行します
　　　　　　　～地方創生交付金を活用して～

「道の駅 山北」にＡＥＤが寄贈されました

一般社団法人日本道路建設業協会 関東支部
和田幹事長からＡＥＤが手渡されました

「道の駅 山北」の関係者が、
ＡＥＤの使用法を学びました

《 発 行 時 期 》
平成２７年６月頃を予定しています。

《 使 用 可 能 期 間 》
平成２７年１０月３１日までで、期限後
は無効となります。これは、地域の消費
喚起など景気の弱い部分にスピード感
を持って対応するためです。

《利用者アンケート》
プレミアム付商品券発行事業の消費喚起・誘発効果を測
定するため、利用者アンケートを実施しますのでご協力
ください。

【問合せ】商工観光課商工観光班　(電話)７５－３６４６

発行日、販売場所等の詳細は
  決まり次第、お知らせします。
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チャレンジデー
　　 ５月２７日(水)に開催します!!
　町民の健康・体力づくりの推進や県の推奨する未病対策の一環として、
町は本年度からチャレンジデーに参加することにしました。
　日頃から運動している方、今まであまり運動をしてこなかった方も、
運動を始めるきっかけにして、健康で元気な町を目指します!!

（詳しいプログラム、報告方法などは後日お知らせします。）

【問合せ】生涯学習課生涯学習スポーツ班（電話）７５－３６４９
保険健康課健康づくり班　　　 （電話）７５－０８２２

毎年５月の最終水曜日に世界中で開催されている
住民参加型のスポーツイベントです。

人口規模がほぼ同じ自治体で、午前０時から午後
９時までの間に、１５分以上継続して運動やスポー
ツなどを行った※住民参加率（％）を競います。

※住民以外の在勤者や、観光客の方なども対象とな 
　　ります。

５月２７日（水）午前０時から午後９時までの間に、
１５分以上続けて運動やスポーツなどを行って、実
行委員会へ報告すると参加となります。

また、町内全域で様々なイベントを企画していま
すので、是非、ご参加ください。

※いつでも、どこでも、誰でも参加できるのが 
　　特徴です。

チャレンジデーとは 参 加 す る に は

町
バ
レ
ー
祭
を
開
催
!!

小
瀨 

益
美
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

３
月
１
日（
日
）、
第
36
回
山
北
町
バ

レ
ー
祭
が
山
北
中
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る
男
子
３

チ
ー
ム
と
女
子
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

各
チ
ー
ム
共
に
日
頃
の
練
習
の
成
果

が
発
揮
さ
れ
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

平
成
27
年
２
月
の
高
齢
者
叙
勲
に
お
い
て
、
小
瀨

益
美
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

小
瀨
さ
ん
は
、
昭
和
22
年
３
月
に
山
北
町
立
青

年
学
校
教
官
に
就
任
後
、
北
足
柄
村
立
北
足
柄
小

学
校
、
松
田
町
立
松
田
中
学
校
等
に
勤
務
し
、
そ

の
後
、
松
田
町
立
寄
中
学
校
教
頭
、
山
北
町
立
三

保
小
学
校
校
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。
退
職
に
至
る

ま
で
一
貫
し
て
義
務
教
育
に
従
事
し
、
神
奈
川
県

の
小
学
校
並
び
に
中
学
校
教
育
の
進
展
向
上
に
尽

力
さ
れ
教
育
界
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
後
の
昭
和
63
年
４
月
か
ら
平
成

３
年
３
月
ま
で
の
３
年
間
は
、
山
北
町
立
幼
稚

園
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
幼
児
教
育
の
充
実
・

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

男子の部優勝
山北町役場チーム

女子の部優勝
山北あざみＢチーム

神奈川県県西教育事務所長から勲記と勲章が伝達され
ました（左から浄泉所長、小瀨さん、石田教育長）

男子の部
優　勝 山北町役場
準優勝 サーティースリー
３　位 山北倶楽部

女子の部
優　勝 山北あざみＢ
準優勝 山北あざみＡ

３　位 清水
岸クラブ

住民総参加型のスポーツイベント
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
江
口　
真
斗
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　
　
み
の
り
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
眞ま

お和
く
ん　
4
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
真ま

こ心
ち
ゃ
ん　
１
歳

江口さん
ご家族
＜宿＞

は
じ
め
ま
し
て
。
我
が
家
は

主
人
、私
、４
歳
の
息
子
の
眞
和
、

１
歳
４
か
月
の
娘
の
真
心
の
４

人
家
族
で
す
。

主
人
と
私
は
地
元
が
山
北
町

で
、
こ
の
慣
れ
親
し
ん
だ
自
然

が
い
っ
ぱ
い
の
町
で
子
ど
も
た

ち
が
の
び
の
び
成
長
し
て
く
れ

る
事
を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

眞
和
は
、
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
に

憧
れ
る
戦
い
ご
っ
こ
が
大
好
き
な

男
の
子
で
す
。
最
近
は
剣
な
ど
の

工
作
に
夢
中
で
、
幼
稚
園
で
作
っ

て
は
持
ち
帰
り
、
壊
れ
て
し
ま
っ

た
所
を
直
し
て
使
っ
た
り
、
寝
る

時
は
枕
元
に
置
い
た
り
し
て
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
姿
を
見

て
い
る
と
、
な
ん
と
も
言
え
な
い

微
笑
ま
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

妹
の
真
心
は
と
て
も
活

発
に
な
り
、
怪
獣
の
お
も

ち
ゃ
を
出
し
て
は「
や
ぁ
、

や
ぁ
。」
と
一
緒
に
な
っ

て
遊
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
は
ぬ
い
ぐ
る
み
を

可
愛
が
り
、
動
物
が
大
好
き
な
女

の
子
ら
し
い
一
面
も
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
最
近
は
絵
本
を
眞
和
の
所

へ
持
っ
て
い
く
と
面
白
く
読
ん
で

も
ら
え
る
の
で
、
真
心
は
大
喜
び

し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
甘
え
ん
坊
だ
と

思
っ
て
い
た
眞
和
が
、「
オ
レ
が

見
て
て
あ
げ
る
か
ら
。」
と
頼
も

し
い
事
も
言
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
２
人

の
成
長
を
見
て
い
る
と
、
私
も

マ
マ
と
し
て
も
っ
と
成
長
し
な

け
れ
ば
と
思
わ
さ
れ
る
毎
日
で

す
。
２
人
に
は
、
兄
妹
仲
良
く
、

元
気
に
育
っ
て
欲
し
い
な
と
夫

婦
共
々
願
っ
て
い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
み
の
り
さ
ん
）

長
谷
川
元
子
さ
ん
は
、
平
成
26
年

５
月
か
ら
ソ
ー
ラ
ン
山
北
実
行
委
員

会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
て
、
実

行
委
員
会
の
運
営
や
ソ
ー
ラ
ン
の
各

チ
ー
ム
と
の
連
携
な
ど
に
ご
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ソ
ー
ラ
ン
山

北
よ
さ
こ
い
フェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５

が
開
催
さ
れ
る
前
の
３
月
13
日
に
、

長
谷
川
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ソ
ー
ラ
ン
山
北
実
行
委
員
会
で
は
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

「
ソ
ー
ラ
ン
山
北
実
行
委
員
会
は
、

町
内
の
９
つ
の
ソ
ー
ラ
ン
チ
ー
ム
で
組

織
さ
れ
て
い
て
、
各
チ
ー
ム
の
代
表
の

方
が
役
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

役
員
の
互
選
に
よ
っ
て
、
私
は
現
在
６

代
目
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
実
行
委
員
会
は
、
平

成
14
年
度
に
町
の
方
で
ソ
ー
ラ
ン
山
北

の
普
及
が
行
わ
れ
た
時
に
、
町
民
相

互
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
と
地
域
の
振

興
・
発
展
を
目
的
と
し
て
発
足
し
、
３

年
前
に
は
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
ソ
ー
ラ
ン
山

実
行
委
員
会
で
抱
え
る
課
題
や
、
今
後
取
り

組
み
た
い
こ
と
な
ど
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

「
ソ
ー
ラ
ン
山
北
よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
踊
り
子
や
同
行
の
方
な

ど
で
７
０
０
名
を
超
え
る
人
が一度
に

山
北
に
訪
れ
る
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
。
町
外
チ
ー
ム
か
ら
は
、

「
山
北
の
桜
の
下
で
踊
れ
る
こ
と
を
毎

回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」
と
い
う
嬉

し
い
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ソ
ー
ラ
ン
を
通
じ
て
、
今
年
度
は
新
潟

県
旧
山
北
町
の
笹
川
流
れ
や
、
こ
ち
ら

の
産
業
ま
つ
り
で
踊
り
子
の
行
き
来
と

い
っ
た
交
流
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一方
で
近
年
、
要
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
町
内
の
ソ
ー
ラ
ン
の
チ
ー
ム

数
や
メ
ン
バ
ー
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
実

行
委
員
会
で
は
こ
の
課
題
の
解
消
に
向

け
て
、
曲
調
を
変
え
て
若
い
方
も
踊
り

や
す
い
も
の
も
取
り
入
れ
る
と
か
、
女

性
だ
け
で
な
く
男
性
や
親
子
、
企
業
の

チ
ー
ム
な
ど
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
場

を
作
る
こ
と
も
必
要
な
ど
と
い
っ
た
議

論
を
し
て
、
方
策
を
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ソ
ー
ラ
ン
が
始
ま
っ
た
当
時

の
練
習
会
の
よ
う
に
、
気
軽
な
気
持
ち

で
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
た

ら
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
実
行
委
員
会
の
役
員

の
方
や
事
務
局
の
方
が
ご
尽
力
さ
れ
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
ソ
ー
ラ
ン
が
長
年
続

い
て
来
ま
し
た
。
今
後
も
ず
っ
と
続
い

て
い
く
よ
う
に
、
そ
し
て
ソ
ー
ラ
ン
が

町
の
活
気
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う

に
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

町
の
人

長
谷
川　
元
子
さ
ん

（
ソ
ー
ラ
ン
山
北
実
行
委
員
会
会
長
）

北
よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が一番
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
他
に
も
桜
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
日
や

福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
、
丹
沢
湖
花

火
大
会
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
産

業
ま
つ
り
な
ど
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
踊
り
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
チ
ー
ム
で
は
、
地
元
自
治

会
な
ど
各
地
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
、

介
護
施
設
へ
の
慰
問
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
月

29
日
に
は
、町
内
外
か
ら
30
も
の
チ
ー

ム
が
集
ま
り
、
ソ
ー
ラ
ン
山
北
よ
さ
こ

い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
が
、

多
く
の
事
業
所
の
協
賛
や
山
北
高
校

生
に
よ
る
給
水
や
案
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
川
村
小
学
校
３・４
年
生
の
児
童

の
演
技
参
加
な
ど
、
各
方
面
に
ご
協

力
い
た
だ
く
中
で
、
盛
大
に
開
催
で

き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。」

ソ
ー
ラ
ン
の
チ
ー
ム
に
入
ら
れ
た
き
っ
か
け

や
、そ
の
当
時
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
町
で
ソ
ー
ラ
ン
山
北
が
立
ち
上
げ

ら
れ
た
時
に
、
当
時
中
央
公
民
館
で

練
習
会
が
開
催
さ
れ
、
友
だ
ち
と
参

加
し
た
の
が
ソ
ー
ラ
ン
を
始
め
る
き
っ

か
け
で
し
た
。
当
初
は
、
体
を
動
か
す

と
い
う
こ
と
が
目
的
で
、
母
親
も一
緒

に
練
習
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
や
が

て
、
各
チ
ー
ム
が
発
足
し
て
い
き
、
私

た
ち
も
仲
の
良
い
方
々
で
友
和
会
レ
ッ

ド
ロ
ー
ズ
と
い
う
チ
ー
ム
を
作
り
ま
し

た
。
私
た
ち
の
チ
ー
ム
に
は
、
振
り

付
け
や
指
導
を
す
る
先
生
が
い
な
い
の

で
、
メ
ン
バ
ー
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、

踊
り
や
演
出
を
考
え
て
き
ま
し
た
。」
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３
月
８
日（
日
）、
山
北
町
内
一
周

駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
31
年
よ
り
町
村
合
併
を
記
念

し
て
始
め
ら
れ
た
こ
の
大
会
は
、
今

年
で
60
回
を
迎
え
ま
し
た
。
今
大
会

は
町
内
ブ
ロ
ッ
ク
５
チ
ー
ム
と
、オ
ー

プ
ン
参
加
3
チ
ー
ム（
三
菱
瓦
斯
化
学

㈱
２
チ
ー
ム
、や
ま
り
く
）が
出
場
し
、

全
８
チ
ー
ム
が
町
内
を
走
り
抜
け
ま

し
た
。

大
会
は
向
原
チ
ー
ム
が
大
会
記
録
を

16
秒
更
新
す
る
快
走
を
見
せ
、
大
会
２

連
覇
と
い
う
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　勝 向　原 １時間１７分３４秒（大会新）
準優勝 岸 １時間２０分５７秒
３　位 山北第３ １時間２７分０９秒

町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

３
月
８
日
の
日
曜
日
に
、
毎
年
恒
例
の

「
山
北
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
早
朝
に
は

雨
も
上
が
り
、
曇
り
空
の
走
り
や
す
い

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
す
。
第
３
中
継
所
の

谷
峨
駅
前
に
は
、
町
民
の
方
々
が
応
援
に

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

た
す
き
受
け
渡
し
の
時
に
は
皆
さ
ん
大

声
で
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
選
手
、役
員
、

交
通
整
理
の
警
察
の
方
々
、
そ
し
て
応
援

の
町
民
の
皆
様
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
白
井　
悦
子
さ
ん
）

山
北
駅
南
口
花
壇
の
植
樹

桜
の
花
の
つ
ぼ
み
も
膨
ら
み
始
め
た
３

月
18
日
。
山
北
第
３
地
区
福
祉
協
議
会
の

皆
さ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
手

で
、山
北
駅
南
口
の
花
壇
に
オ
キ
ザ
リ
ス
、

ア
リ
ッ
サ
ム
、
枝し

だ垂
れ
桜
、
蔓つ

る

バ
ラ
、
シ

ロ
タ
エ
ギ
ク
な
ど
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
駅
を
利
用
さ
れ
る
方
や
散
歩
の
方
が
、

花
を
見
て
少
し
で
も
穏
や
か
な
気
持
ち
に

な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ら
い
い
な
。」
と
い

う
思
い
を
込
め
て
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
北
駅
南
口
を
ご
利
用
の
際
は
是
非
、
花

壇
の
花
を
愛め

で
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
武
井　
智
子
さ
ん
）

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が

　
　
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

足
柄
上
地
区一周
駅
伝
競
走
大
会

山
北
町
A
チ
ー
ム
７
位

第
60
回
山
北
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

２
月
22
日（
日
）、
第
69
回
足
柄
上
地
区
一

周
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
足
柄
上
合

同
庁
舎
を
発
着
点
と
し
、総
距
離
45
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
全
７
区
間
で
、
各
市
町
の
代
表
選
手
が

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
１
市
５
町
の
代
表
チ
ー
ム
な
ど

全
14
チ
ー
ム
が
出
場
し
、山
北
町
で
は
A
チ
ー

ム
が
第
７
位
と
昨
年
度
よ
り
一
つ
順
位
を
上

げ
る
な
ど
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
全
力
を
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

各チーム一斉にスタート大会２連覇を達成した向原チーム

実
行
委
員
会
で
抱
え
る
課
題
や
、
今
後
取
り

組
み
た
い
こ
と
な
ど
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

「
ソ
ー
ラ
ン
山
北
よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
踊
り
子
や
同
行
の
方
な

ど
で
７
０
０
名
を
超
え
る
人
が一度
に

山
北
に
訪
れ
る
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
だ

と
思
い
ま
す
。
町
外
チ
ー
ム
か
ら
は
、

「
山
北
の
桜
の
下
で
踊
れ
る
こ
と
を
毎

回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」
と
い
う
嬉

し
い
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ソ
ー
ラ
ン
を
通
じ
て
、
今
年
度
は
新
潟

県
旧
山
北
町
の
笹
川
流
れ
や
、
こ
ち
ら

の
産
業
ま
つ
り
で
踊
り
子
の
行
き
来
と

い
っ
た
交
流
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一方
で
近
年
、
要
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
町
内
の
ソ
ー
ラ
ン
の
チ
ー
ム

数
や
メ
ン
バ
ー
が
少
し
ず
つ
減
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
実

行
委
員
会
で
は
こ
の
課
題
の
解
消
に
向

け
て
、
曲
調
を
変
え
て
若
い
方
も
踊
り

や
す
い
も
の
も
取
り
入
れ
る
と
か
、
女

性
だ
け
で
な
く
男
性
や
親
子
、
企
業
の

チ
ー
ム
な
ど
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
場

を
作
る
こ
と
も
必
要
な
ど
と
い
っ
た
議

論
を
し
て
、
方
策
を
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ソ
ー
ラ
ン
が
始
ま
っ
た
当
時

の
練
習
会
の
よ
う
に
、
気
軽
な
気
持
ち

で
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
た

ら
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
実
行
委
員
会
の
役
員

の
方
や
事
務
局
の
方
が
ご
尽
力
さ
れ
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
ソ
ー
ラ
ン
が
長
年
続

い
て
来
ま
し
た
。
今
後
も
ず
っ
と
続
い

て
い
く
よ
う
に
、
そ
し
て
ソ
ー
ラ
ン
が

町
の
活
気
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う

に
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

▲たすきが無事に受け
　渡されました。

▲地元清水地区代表選手、
　ガンバって！
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第37号「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」に

      

　
　
な
り
ま
せ
ん
か
？

ご
自
身
の
健
康
づ
く
り
か
ら
、ご
家
族
、

地
域
住
民
の
健
康
を
支
え
る
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

※
詳
細
は
、
保
険
健
康
課
ま
で
お
問
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
　
　
　

 

保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
75
ー
０
８
２
２

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
は
、「
食
生
活
改
善

推
進
員
」
の
こ
と
で
、
食
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
、
食
育
の
担
い
手
と
し
て
地
域
で

活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

足
柄
上
郡
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進

団
体
『
い
く
み
会
』
が
組
織
さ
れ
、
１

市
５
町
で
各
支
部
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

山
北
町
で
は
、
昭
和
39
年
よ
り
山
北
支

部
が
組
織
さ
れ
、
現
在
は
会
員
数
63
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。「
味
を
育
て
る
」

と
い
う
意
味
か
ら
「
い
く
み
会
」
と
命

名
さ
れ
、
平
成
26
年
度
で
50
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

１
．
地
区
伝
達
講
習
会

い
く
み
会
会
員
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
方
々
も
一
緒
に
料
理
教
室
を
行
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
は
お
も
て
な
し
料
理
や

お
菓
子
作
り
な
ど
を
し
ま
し
た
。
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
さ
ん
は
参
加
者
の
お
手
伝
い
を

し
な
が
ら
、
美
味
し
い
レ
シ
ピ
が
一
緒
に

勉
強
で
き
ま
す
。

２
．
行
政
な
ど
へ
の
協
力

子
ど
も
の
歯
科
教
室
で
の
試
食
作
り
や

親
子
の
料
理
教
室
、
町
内
の
イ
べ
ン
ト
に

参
加
・
協
力
し
て
い
ま
す
。

３
．
委
託
事
業

神
奈
川
県
や
日
本
食
生
活
協
会
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
応
じ
た
講
習
会
を
委

託
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
例
）
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

　
　

  

生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ

足
柄
上
郡
と
南
足
柄
市
で
合
同
開
催
し

て
い
る「
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
」

を
受
講
す
る
こ
と
で
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に

な
れ
ま
す
。

養
成
講
座
は
年
間
13
回
の
講
習
会
が
あ

り
、
調
理
実
習
を
多
く
盛
り
込
ん
だ
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
講
料
は
テ
キ
ス
ト

代
と
調
理
実
習
代
で
４
千
円
程
度
で
す
。

《
平
成
26
年
度　
受
講
者
の
感
想
》

○
食
品
成
分
表
の
見
方
、
レ
シ
ピ
作
成

　
　
な
ど
幅
広
く
学
べ
ま
し
た
。

○
健
康
は
、
身
体
・
口
・
歯
・
運
動
な

　
　
ど
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と

　
実
感
し
ま
し
た
。

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

4
月
15
日（
水
）

　
　
　
　

 

レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー

・
女
性
入
場
者
に
粗
品
進
呈

4
月
26
日（
日
）

　
　
　
　

 

風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、
当
日

利
用
券
を
購
入
し
入
場
さ
れ
た
方
全

員
に
、
次
回
平
日
ご
利

用
割
引
券
を
差
し
上
げ

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
H
P
等

を
ご
覧
く
だ
さ
い

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
は
？

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
活
動
内
容

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
に
な
る
に
は
？

平
成
27
年
度

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
　
受
講
生
募
集
中
！
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生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信生涯学習センター通信
編集発行／山北町立生涯学習センター　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 31

～ 心の豊かさは学びから「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」～

　生涯学習センターでは、より多くの方が利用できるように４月１日から「学習閲覧室」
を『まなび室』に名称を変更します。
　今までの「学習閲覧室」は、主に個人が行う学習や図書の閲覧に利用されてきまし
たが、『まなび室』は個人の学習や図書の閲覧に加えて、生涯学習センターが主催す
るサマースクールや各種講座などにも利用していきます。
　また、趣味の作品づくりなどの生涯学習活動にも利用できる部屋として開放いたしま
すので、ぜひともご利用ください。

（注）・サマースクールや講座などを開催する日は、個人の方の利用はできま
　　　せんので事前に生涯学習センター通信及び町ホームページでお知らせ
　　　いたします。
　　・個人での利用は無料ですが、グループやサークル等の利用はできません。
　　・利用に関する詳細は、生涯学習センターまでお問合せください。

生涯学習センター２階の 「学習閲覧室」が
まなび室

『まなび室』は２階ホール横の部屋です。

写真は３月までの「学習閲覧室」です。

に変わります。
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＊4月3日（金）９：００から申込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。
＊4月3日（金）９：００から申込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。
＊4月3日（金）９：００から申込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

◎ 教室についての申込み、問合せについては生涯学習センター事務室 Tel（７５）３１３１までどうぞ！

前回のイベントから

バレンタインにおすすめ♥親子お菓子作り教室【２月１１日（水・祝）】 
　崎村調理師専門学校の本山俊祐先生を講師にお招きして、バレ
ンタインデーにぴったりな「くるみの入ったチョコブラウニー」
と「あめ細工」を作りました。あめ細工は皆さん苦戦していま
したが、親子でとても楽しく、美味しく作ることができました。

おはなしボランティア養成講座【２月１５日（日）】 
「子どもたちとのコミュニケーションを楽しむ読み聞かせ」
　NPO法人「絵本で子育て」センター絵本講師のじょうこう
ともこ先生を講師にお招きして、「子どもたちとのコミュニケー
ションを楽しむ読み聞かせ」をテーマに講座を開催しました。
すでに読み聞かせのボランティアとして活動されている方も
そうでない方も、皆さんとても参考になったと好評でした。

つるし雛作り教室【１０月２３日（木）・１１月２０日（木）・１２月１１日（木）・１月８日（木）・２月５日（木）・３月５日（木）】 
　山北婦人会の方々を講師にお招きして、雛祭りに向けての
「つるし雛作り教室」を開催しました。
　今年の干支「未」や兜・弓、お花など色々な飾りを作りました。
※１階ロビーにて「つるし雛・雛人形」の展示をしておりますので、
　ぜひお越しください。【展示期間は4月10日（金）まで】

しいたけのほだ木作り教室【２月２８日（土）】 
　県西地域県政総合センター森林部森林保全課の職員の方々を
講師にお招きして、「しいたけのほだ木作り教室」を開催しました。
　電動ドリルや木槌などを使い、100本の原木に3,000駒もの
しいたけの種駒を打ち込みました。

　　　　　ジュニアコーラス～歌とふれあい、楽しく歌います～

練習日 ４月の予定：１８日（土）・２５日（土）
  １０：００～１１：３０
 ５月の予定：９日（土）・１６日（土）・２３日（土）・３０日（土）
  １０：００～１１：３０
※６月以降の日程、その他詳細については生涯学習センターまで
　お問合せください。
対　象 幼児から小学生（申込みは随時受付いたします。）
講　師 山崎　美恵子さん
参加費 無料
場　所 ３階　視聴覚ホール

　生涯学習センターの文化活動団体として、幼児から小学生を対象に「歌とふれあい、楽しく歌
う」ことを目的に年間を通して活動をしています。昨年度は、「町民文化祭」や「生涯学習センター
フェスティバル」のほか、「クリスマスもみの木コンサート」、３月には「ミニコンサート」で元気
な歌声を披露しました。ただ今、メンバー募集中ですので、興味のある方はぜひお越しください。

写真は普段の練習より

申 込 み  
受付中です！
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生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。

以上のことに取り組んでいます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

限られた資源を
大切にしましょう

日

5
12
19
26

月

6
13
20
27

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24

土
4
11
18
25

4月

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　 は休館日、    　   は祝日。

休 館 日

日

3
10
17
24
31

月

4
11
18
25

火

5
12
19
26

水

6
13
20
27

木

7
14
21
28

金
1
8
15
22
29

土
2
9
16
23
30

5月

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

第1４回 ジュニアコーラスミニコンサート を開催しました！
　３月１５日（日）に「第１４回ジュニ
アコーラスミニコンサート」を開催
しました。
　新しい春を予感させる暖かい日
差しの中、子ども達の元気な歌声
が会場中に響き渡りました。

4 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
4 土 おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

10 金 ジャズ体操サークル「スマイリーキッズ」
サークル体験教室① 多目的ホール １８：００

１９：００ 申込者 生涯学習センター

14 火 山北町写真同好会 写真展
（～ 28 日） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 関　　昭男　　 ☎ (75)1448

17 金 ジャズ体操サークル「スマイリーキッズ」
サークル体験教室② 多目的ホール １８：００

１９：００ 申込者 生涯学習センター

18 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター

19 日 足柄吟詠剣詩舞道連盟大会 多目的ホール １０：００ 自　由 足柄吟詠連盟

24 金 ジャズ体操サークル「スマイリーキッズ」
サークル体験教室③ 多目的ホール １８：００

１９：００ 申込者 生涯学習センター

25 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
5 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
2 土 おはなし会 図 書 室 １０：３０ 自　由 生涯学習センター
9 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
16 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 生涯学習センター
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・
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幅
調
整
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㎜
で
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町
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は
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行
間
８
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町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

い お り

の の か

か ん

ま な か

こ こ み

は る の

ゆ な

※今回の掲載分は、平成２７年２月１６日から平成２７年３月１５日までに受付した
　ものです。なお、希望された場合のみ掲載しています。

鶴野南　加　藤　伊　織（男）　　裕　・麻　矢
　〃　　加　藤　希　花（女）　優　作・亜友美
越　地　峰　尾　　莞　（男）　　俊　・亜　美
湯　坂　尾　崎　愛　佳（女）　峰　幸・千　秋
原耕地　難　波　心　咲（女）　吉　生・えりか
尺里東　細　川　春　乃（女）　和　義・千恵子
上本村　鈴　木　夢　菜（女）　正　　・恭　代

萩　原　　石　川　庫　久（男）７８歳　本　人
城　山　　瀬　戸　松　司（男）８５歳　　〃　
怒杭文化　　岩　田　　　久（男）９０歳　　〃　
　宿　　　石　田　幸　江（女）８６歳　　〃　
尺里東　　臼　井　忠　雄（男）９８歳　　〃　
下本村　　石　田　　　章（男）９６歳　　〃　
水　上　　髙　嶋　三　郎（男）８３歳　　〃　
湯　触　　岩　本　　勇　（男）８４歳　　〃　
　台　　　山　崎　敏　江（女）８７歳　　　弘
萩　原　　　　川　ミツヱ（女）７８歳　　隆　
　〃　　　渡　部　文　夫（男）８５歳　　　文
湯　坂　　　原　　ツネ子（女）８８歳　初　男
上本村　　名　取　孝　文（男）５６歳　直　文
村　雨　　中戸川　ケイ子（女）６０歳　　保　
谷　ケ　　山　﨑　和　子（女）８６歳　雅　紀
　畑　　　井　上　ハツイ（女）９１歳　　透　

山北　 51mm（145mm）
三保　 70mm（131mm）

山北　  7.0℃（  6.3℃）
三保　  4.0℃（  2.7℃）

※（　）内は平成26年の数値

（　）内は前月比
男
女
計

５，５39人
５，814人
１１，353人

（   ｰ8人）
（   ｰ9人）
（ ｰ17人）

世帯数　４，291世帯（ 1世帯）

町内の災害等出動状況
火災 1件 救急 42件 救助 3件

2月1日から2月28日まで（小田原市消防本部）

湯川　仁士様 絵画寄贈

町おこしのため

　

竹内　洋介様 30,０００円

水源地域の環境保全対策に関する事業
（ふるさと応援寄附金として）

　

山口　勝也様 10,０００円

森林を活用した事業（ふるさと応援寄附金として）

大阪府摂津市 

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①　４月　４日（土）
　絵本「コロちゃんはどこ？」ほか
　（おはなしボランティア「クローバー」）
②　４月１８日（土）
　絵本「いや！」ほか
    （おはなしボランティア「ゆめ」）
③　５月　２日（土）
　絵本「ねぇ どれがいい？」ほか
     （おはなしボランティア「クローバー」）
●時　間　10：30～11：00
●場　所　親子室（図書室内）
楽しいおはなしをたくさん用意してお待ち
しています。ぜひお越しください！

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

今日も一日きみを見てた
透明カメレオン
図書館の魔女　烏の伝言
暗闇・キッス・それだけで
奴隷小説

角　田　光　代
道　尾　秀　介
高　田　大　介
森　　　博　嗣
桐　野　夏　生

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
リリコは眠れない
おばあちゃんのひなちらし
子ヤギがうまれたよ！
はるのおとがきこえるよ
あまねく神竜住まう国

高　楼　方　子
野村　たかあき
長谷川　知　子
ジョン・シェリー
荻　原　規　子

◆ 児 童 書

　図書室では、『こどもの読
書週間』にあわせて、おす
すめ本の展示を行います。

『ＹＡ』とは…
　ヤングアダルト（Young Adult）の略で、主に中学生・高校
生を中心とした10代の人を指す言葉です。子どもの本で
は物足りないけど、大人の本は難しい…。そんな方の
ために、図書室では『ＹＡコーナー』を設置しました。
　人気の本や、10代のうちに読んで欲しい本
など、たくさん揃えましたので、ぜひ読んで
みてくださいね！

ほか

ほか

タ  イ  ト  ル
こどものためのおしごと図鑑　Vol.１
日本の昔ばなし  〔９〕天狗の隠れみの ほか
日本の昔ばなし〔１０〕鶴の恩返し ほか
日本の昔ばなし〔１１〕因幡の白兎 ほか
プレーンズ
レゴムービー
レ・ミゼラブル
ゼロ・グラビティ
そして父になる
利休にたずねよ
永遠の０
グレート・プラネット地球最大の神秘へ

◆ Ｄ Ｖ Ｄ

『ＹＡ』コーナーを設置しました！

標語

　図書室では、『こどもの読
書週

本は　キラキラ　万華鏡

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習などをしたい方は、２階のまなび室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、生涯学習センター入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書・ＤＶＤの検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら

広報やまきた　平成27年4月号　No.722 22広報やまきた　平成27年4月号　No.72223



今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

い お り

の の か

か ん

ま な か

こ こ み

は る の

ゆ な

※今回の掲載分は、平成２７年２月１６日から平成２７年３月１５日までに受付した
　ものです。なお、希望された場合のみ掲載しています。

鶴野南　加　藤　伊　織（男）　　裕　・麻　矢
　〃　　加　藤　希　花（女）　優　作・亜友美
越　地　峰　尾　　莞　（男）　　俊　・亜　美
湯　坂　尾　崎　愛　佳（女）　峰　幸・千　秋
原耕地　難　波　心　咲（女）　吉　生・えりか
尺里東　細　川　春　乃（女）　和　義・千恵子
上本村　鈴　木　夢　菜（女）　正　　・恭　代

萩　原　　石　川　庫　久（男）７８歳　本　人
城　山　　瀬　戸　松　司（男）８５歳　　〃　
怒杭文化　　岩　田　　　久（男）９０歳　　〃　
　宿　　　石　田　幸　江（女）８６歳　　〃　
尺里東　　臼　井　忠　雄（男）９８歳　　〃　
下本村　　石　田　　　章（男）９６歳　　〃　
水　上　　髙　嶋　三　郎（男）８３歳　　〃　
湯　触　　岩　本　　勇　（男）８４歳　　〃　
　台　　　山　崎　敏　江（女）８７歳　　　弘
萩　原　　　　川　ミツヱ（女）７８歳　　隆　
　〃　　　渡　部　文　夫（男）８５歳　　　文
湯　坂　　　原　　ツネ子（女）８８歳　初　男
上本村　　名　取　孝　文（男）５６歳　直　文
村　雨　　中戸川　ケイ子（女）６０歳　　保　
谷　ケ　　山　﨑　和　子（女）８６歳　雅　紀
　畑　　　井　上　ハツイ（女）９１歳　　透　

山北　 51mm（145mm）
三保　 70mm（131mm）

山北　  7.0℃（  6.3℃）
三保　  4.0℃（  2.7℃）

※（　）内は平成26年の数値

（　）内は前月比
男
女
計

５，５39人
５，814人
１１，353人

（   ｰ8人）
（   ｰ9人）
（ ｰ17人）

世帯数　４，291世帯（ 1世帯）

町内の災害等出動状況
火災 1件 救急 42件 救助 3件

2月1日から2月28日まで（小田原市消防本部）

湯川　仁士様 絵画寄贈

町おこしのため

　

竹内　洋介様 30,０００円

水源地域の環境保全対策に関する事業
（ふるさと応援寄附金として）

　

山口　勝也様 10,０００円

森林を活用した事業（ふるさと応援寄附金として）
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２０１４年 山北の観光写真コンクール
入賞作品紹介（敬称略）

推　薦

特　薦

桜祭りは最高潮　　石井　良二（南足柄市）

冬に粧う
室伏　功夫（山北町） 丹沢湖雪景

平野　和雄（大井町）
特　薦

特　薦

スタート３分前！！
中村　雄二（秦野市）

【審査員　講評】
 推　薦「桜祭りは最高潮」

　やまきた桜まつりの一環であるソー
ラン踊りの一コマ。この作品の優れ
た点は画面構成と的確なカメラワー
クだ。ハイアングルから満開の桜を
背景に、全景には躍動感あるこども
を瞬時にとらえた見事な写真。

公益社団法人　日本写真家協会会員
　西岡　修

２０１４年「山北の観光写真コンクール」の審査が行われ、応
募者４８名、応募作品２０８点の中より、９点の入賞作品が決定
しました。 

作品は、平成２６年１月１日から平成２６年１２月３１日までの
１年間に、山北町における風景、史跡、行事等を対象に撮影さ
れたもので、入賞作品は町の観光やＰＲに広く活用されます。 

なお、入選作品は、３月２６日から４月７日まで健康福祉セ
ンターにて展示され、４月４日（土）には入選者の表彰式が
行われます。

【入選】一  般  部  門（高校生以上）
 三椏香る山　 諸星　重明（山北町） 山北の滝：下棚 鈴木　　要（山北町） 
 狼煙を上げろ 中根　敏明（山北町） シーズン到来 齋藤　啓裕（松田町） 

【入選】ジュニア部門（小・中学生）
 水面に映る紅葉 瀬戸伊桜里（山北町）

有
料
広
告

「町内幼稚園・保育園の卒園児」今月の 表 紙
　今月号の表紙は、町内の幼稚園・保育園を卒園した園児を撮影し
ました。卒園おめでとうございます。楽しかった思い出や、将来の夢
を立派に話す園児の成長した姿に、卒園式会場は感動で包まれてい
ました。まもなくピカピカの小学生ですね。たくさんの思い出を大切に、
これからも一層大きく健やかに成長されることを願っています。


